〔テストタイトル〕

試験日　　/　　/　　　クラス　　　　　番号　　　　氏名　　　　　　　　
得点　　　　
【１】<H076C16> 2007 関西大学 2/2,Ａ日程(３教科型) システム理工　化学生命工　環境都市工 
　次の文の　　　および(　　　)に入れるのに最も適当なものを，それぞれ ａ群 および( ｂ群 )から選び，その記号をマークしなさい。ただし，　　　には同じ記号を繰り返し用いてもよい。また，{　(3)　}には構造式を例(省略)にならって解答欄に記入しなさい。

　化合物Ａはグリセリンエステルの１種である。Ａは分子式がC19H20O7であって，１個の不斉炭素原子をもっている。このＡの構造を決定するため，以下の実験を行った。

(ⅰ)　Ａは冷水酸化ナトリウム水溶液には溶けにくいが，水酸化ナトリウム水溶液中で加熱処理すると，反応して溶解した。この溶液を塩酸で酸性にすると，Ａｌmolからグリセリン１molと芳香族カルボン酸Ｂ２molが生成した。得られたＢの分子式はC8H8O3であった。

　Ｂを無水酢酸と反応させると化合物Ｃが得られた。Ｂを過マンガン酸カリウムで酸化すると化合物Ｄが得られた。Ｄはポリエチレンテレフタラート(ポリエチレンテレフタレート)の原料に用いられる。

　Ａが冷水酸化ナトリウム水溶液に溶けにくかったことから，Ｂは(　(1)　)基をもたないことがわかる。なお，分子式がC8H8O3の芳香族カルボン酸のうち，(　(1)　)基をもたない構造異性体の数は(　(2)　)個である。また，Ｃの構造は{　(3)　}であることがわかる。

(ⅱ)　水酸化ナトリウム水溶液中でのＡの加熱処理を途中で止め，溶液を酸性にすると，未反応のＡ，グリセリン，Ｂ，化合物Ｅおよび化合物Ｆの混合物が得られた。ＥとＦはともに同じ分子式C11H14O5であって，Ｅは不斉炭素原子をもち，Ｆには不斉炭素原子が含まれていなかった。

　不斉炭素原子をもつＡの構造としては，次の構造１と構造２が考えられる。しかし，前で示したように，加熱処理途中の生成物中に不斉炭素原子をもたないＦが生じたことから，Ａの構造は構造１であると決めることができる。
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(　ｂ群　)

(ｱ)　アルコールのヒドロキシ
(ｲ)　フェノールのヒドロキシ

(ｳ)　２
(ｴ)　３
(ｵ)　４
(ｶ)　５

(ｷ)　６
(ｸ)　７
(ｹ)　８
(ｺ)　９

(ｻ)　10
(ｼ)　11
【２】<H476C24> 2007 早稲田大学 2/18,Ｂ方式 人間科学 
　必要ならば以下の数値を用いなさい。


H＝1.0，
C＝12.0，
N＝14.0，
O＝16.0，
Na＝23.0，
S＝32.0，


Cl＝35.5，
K＝39.1，
Ca＝40.0，
Cu＝63.6

気体定数＝8.21×10－2l･atm/(Ｋ･mol)＝8.31Ｊ/(Ｋ･mol)


ファラデー定数：9.65×104Ｃ/mol
　次の文章を読んで問いに答えなさい。

　ベンゼンの構造式は次図に示すように，単結合と二重結合が交互に連なった式として表される。実際には，６個の炭素・炭素結合は同等で，アルカンのC－C結合ともアルケンのC＝C結合とも異なる特有の性質を持つ。例えば，エチレンが165nm(１nm＝10－9m)付近の波長の光を最大に吸収するのに対して，ベンゼンは255nm付近の波長の光を最大に吸収し，ベンゼンにおいてはアルケンと同様のC＝C結合は存在しないことが示唆される。なお，この問題ではベンゼン以外でも炭素原子と水素原子を省略して示してある。
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問19　炭素原子が六角形の頂点にある炭素と水素からなる分子を以下に示した。ベンゼンの異性体でないものを①～④の中から一つ選びなさい。
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　次の図は，複数のベンゼン環が辺を共有してできている芳香族炭化水素の例と，それらの分子が最大に吸収する光の波長を示したものである。
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　ここで物質の色について考えてみる。白色光はいろいろな波長の光が混ざったものであるが，物質が白色光からある一定の波長の光を吸収すると，その物質の色は吸収された光以外の色，すなわちその光の補色となる。可視光は，およそ400～800nmの波長領域にある。次の表は，物質に吸収される光の波長と物質の色の関係を示したものである。

	表　吸収される光の波長と物質の色

	吸収される光の波長[nm]
	吸収される色
	物質の色
	吸収される光の波長[nm]
	吸収される色
	物質の色

	400～430
	紫
	緑黄
	530～560
	黄緑
	紫

	430～490
	青
	黄～橙
	560～590
	黄
	青

	490～510
	青緑
	赤
	590～610
	橙
	緑青

	510～530
	緑
	赤紫
	610～730
	赤
	青緑


問20　表では，(ｲ)の物質の色は(　Ａ　)色である。また，(ｱ)～(ｴ)の構造とそれらの最大に吸収する光の波長の関係を参考にすると，次の(ｵ)～(ｷ)の分子のうち最大に吸収する光の波長が，最も短いと考えられるものは(　Ｂ　)である。(　Ａ　)，(　Ｂ　)にあてはまる記号の組み合わせとして最も適当なものを①～⑨の中から一つ選びなさい。
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	組み合わせ
	Ａ
	Ｂ
	組み合わせ
	Ａ
	Ｂ
	組み合わせ
	Ａ
	Ｂ

	①
	黄
	(ｵ)
	②
	黄
	(ｶ)
	③
	黄
	(ｷ)

	④
	青
	(ｵ)
	⑤
	青
	(ｶ)
	⑥
	青
	(ｷ)

	⑦
	黄緑
	(ｵ)
	⑧
	黄緑
	(ｶ)
	⑨
	黄緑
	(ｷ)


問21　フェノールフタレインは塩基性水溶液中で赤色をしているとすると，塩基性溶液中では最大に吸収する光の波長は(　Ａ　)である。また，図(ｸ)，(ｹ)は酸性水溶液と塩基性水溶液中のフェノールフタレインの構造を立体的に描いたものである。(ｹ)が赤色をしている主な理由を２つ選ぶと(　Ｂ　)である。(　Ａ　)，(　Ｂ　)にあてはまる記号の組み合わせとして最も適当なものを①～⑫の中から一つ選びなさい。
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(ｺ)　平面的な構造

(ｻ)　フェノール性のOHがなくなっている

(ｼ)　COO－がある

(ｽ)　単結合と二重結合が交互に連なった構造が広範囲にある

	組み合わせ
	Ａ
	Ｂ
	組み合わせ
	Ａ
	Ｂ

	①
	490～510
	(ｻ)(ｺ)
	②
	490～510
	(ｼ)(ｺ)

	③
	490～510
	(ｽ)(ｺ)
	④
	490～510
	(ｼ)(ｻ)

	⑤
	490～510
	(ｽ)(ｻ)
	⑥
	490～510
	(ｽ)(ｼ)

	⑦
	610～730
	(ｻ)(ｺ)
	⑧
	610～730
	(ｼ)(ｺ)

	⑨
	610～730
	(ｽ)(ｺ)
	⑩
	610～730
	(ｼ)(ｻ)

	⑪
	610～730
	(ｽ)(ｻ)
	⑫
	610～730
	(ｽ)(ｼ)


問22　

　芳香族炭化水素に属するものは多数存在する。それらがどの程度ベンゼンの芳香族としての性質を有しているか考察するため，一つの指標を取り上げてみたい。まず，構造式において，形式的に単結合と二重結合が交互に連なって六角形として書かれているところを，次左図のようにベンゼン環として示し，その数を数える。ただし，次右図のようにベンゼン環と隣接している環はベンゼン環ではないと考える。すなわち，共有している中央の結合はベンゼン環だけに属するものとする。
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　そして，ベンゼン環の数と分子全体の炭素原子数の比を指標とするのである。ベンゼンであれば，ベンゼン環数は１で分子全体の炭素数６なので，１：６である。これを{１/６}と表すことにしよう。また，ナフタレンであればベンゼン環数１で分子全体の炭素数10で，{１/10}と表すことができる。他の例を次に示した。
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{１/14}
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{２/14}＝{１/７}

　グラファイト(黒鉛)の構造式が次の図のように示されるとすると，この指標はどのようになるか，最も適当なものを①～⑨の中から一つ選びなさい。
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	選択肢
	指標
	選択肢
	指標
	選択肢
	指標

	①
	{１/４}
	②
	{１/６}
	③
	{１/７}

	④
	{３/14}
	⑤
	{１/３}
	⑥
	{１/10}

	⑦
	{１/28}
	⑧
	{１/42}
	⑨
	{１/14}


【解答１】<H076C16> 2007 関西大学 2/2,Ａ日程(３教科型) システム理工　化学生命工　環境都市工 
(1)　(ｲ)
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【解答２】<H476C24> 2007 早稲田大学 2/18,Ｂ方式 人間科学 
問19　④
問20　④
問21　③
問22　②
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